
沢
潟
久
孝
は
『
万
葉
歌
人
の
誕
生
」
に
お
い
て
、
「
真
実
の
作
者
を
明
ら

か
に
し
な
い
伝
諦
歌
に
先
立
た
れ
た
万
葉
初
期
の
作
品
は
、
斉
明
天
皇
に

至
っ
て
は
じ
め
て
名
実
相
適
っ
た
真
実
の
作
者
を
得
た
の
で
あ
り
、
万
葉

歌
人
は
こ
良
に
は
じ
め
て
誕
生
を
見
た
と
云
っ
て
よ
く
、
そ
し
て
そ
の
す

ぐ
れ
た
作
家
斉
明
天
皇
の
皇
子
た
る
天
智
天
皇
に
ま
た
す
ぐ
れ
た
御
作
の

あ
る
事
の
極
め
て
当
然
な
事
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
共
に

そ
の
ま
た
弟
皇
子
た
る
天
武
天
皇
に
い
く
つ
か
の
佳
品
の
あ
る
と
い
ふ
事

も
こ
れ
ま
た
当
然
の
事
と
し
て
認
む
§
へ
き
で
あ
る
と
私
は
考
へ
る
。
こ
れ

ら
の
天
皇
の
御
作
を
な
ほ
伝
謂
歌
乃
至
後
人
仮
託
の
作
と
な
す
は
時
代
を

わ
き
ま
へ
ぬ
論
で
あ
り
、
万
葉
第
一
期
の
歌
壇
は
、
こ
の
母
子
三
人
の
天

・
注
一

皇
に
よ
っ
て
、
ま
づ
絢
燗
た
る
開
花
を
見
た
と
申
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

歌
人
の
誕
生
と
は
杼
情
歌
人
の
誕
生
で
あ
り
、
創
作
歌
の
誕
生
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
と
さ
ら
に
沢
潟
の
学
説
を
と
り

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
㈲

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題

(一）

“
■
Ｐ
ｂ
１
７
１
０
戸

、
‐
、

、

望

あ
げ
た
の
は
、
右
の
見
解
が
定
説
と
し
て
通
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

い
く
つ
か
例
を
あ
げ
る
と
、

一
、
「
こ
の
期
（
第
一
期
）
は
日
本
書
紀
の
歌
謡
の
終
り
の
方
の
部
分
と

重
な
り
合
う
の
で
あ
る
が
、
書
紀
の
斉
明
御
製
が
歌
謡
の
域
を
脱
し
て

創
作
和
歌
に
転
生
し
て
来
よ
う
と
す
る
の
と
相
応
ず
る
よ
う
に
、
万
葉

注
二

集
で
も
こ
の
期
に
和
歌
の
生
誕
を
迎
え
る
。
」
（
「
日
本
古
典
文
学
大
系
・
万

葉
集
」
一
の
解
説
）

二
、
「
記
紀
歌
謡
か
ら
万
葉
へ
と
進
む
古
代
詩
歌
史
は
こ
の
斉
明
天
皇
へ

注
三

来
て
は
じ
め
て
一
人
の
作
者
像
を
持
ち
得
た
と
云
え
る
。
」
（
田
辺
幸
雄
）

三
、
「
害
紀
と
万
葉
を
通
じ
て
、
中
皇
命
の
名
で
統
一
さ
れ
る
皇
極
、
斉

明
女
帝
は
、
初
期
万
葉
集
の
中
の
第
一
の
女
流
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ

注
四

る
ま
い
。
」
（
亀
井
勝
一
郎
）

四
、
「
斉
明
は
、
そ
の
帝
王
と
し
て
の
存
在
と
実
作
の
魅
惑
に
よ
っ
て
、

そ
う
い
う
文
芸
上
の
流
行
の
中
心
軸
を
な
し
て
い
た
観
が
あ
る
。
い
ま

ひ
と
つ
、
女
帝
に
お
け
る
新
風
の
絶
唱
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

夕
さ
れ
ば
小
倉
の
山
に
鳴
く
鹿
は
今
夜
は
鳴
か
ず
い
寝
に
け
ら
し
も

』
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近
江
朝
の
文
事
は
、
そ
の
直
接
の
前
代
に
、
宮
廷
の
大
歌
と
は
、
文
芸

的
な
意
味
で
質
を
異
に
す
る
個
人
の
生
に
根
ざ
し
た
作
風
の
発
生
を
告

注
五

げ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
」
（
北
山
茂
夫
）

五
、
「
（
万
葉
巻
頭
歌
は
）
あ
き
ら
か
に
記
紀
歌
謡
の
流
れ
を
く
ん
だ
舞
踏

歌
で
あ
り
、
巻
十
三
巻
に
収
ま
る
長
歌
歌
謡
な
ど
も
記
紀
歌
謡
拾
遺
と

い
っ
た
趣
が
あ
る
。
他
方
、
記
紀
歌
謡
で
も
、
斉
明
天
皇
が
孫
の
建
王

の
死
ん
だ
と
き
よ
ん
だ
一
連
の
挽
歌
な
ど
に
は
む
し
ろ
万
葉
的
と
よ
び

た
い
歌
風
が
感
じ
ら
れ
る
。
げ
ん
に
斉
明
天
皇
は
『
万
葉
集
』
の
作
者

注
六
・

で
も
あ
っ
た
。
」
（
西
郷
信
綱
）

注
七

沢
潟
の
説
を
支
持
す
る
顔
ぶ
れ
は
多
彩
で
あ
り
、
実
に
多
い
が
今
は
代

表
的
な
も
の
だ
け
を
あ
げ
た
。

右
の
中
で
田
辺
・
北
山
・
西
郷
な
ど
は
直
接
沢
潟
学
説
の
影
響
を
受
け

注
八

た
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
影
響
関
係
の
有
無
で
は
な
く
、
沢
潟
の
見
解

が
決
定
的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

沢
潟
と
そ
れ
に
同
意
す
る
学
説
を
も
う
一
度
ま
と
め
る
と
次
の
二
点
に

要
約
出
来
る
。

一
、
記
紀
歌
謡
・
万
葉
の
中
で
箭
明
以
前
の
も
の
に
は
伝
謂
歌
又
は
後

人
仮
託
の
も
の
が
多
い
が
斉
明
か
ら
は
創
作
歌
と
な
っ
た
。

二
、
歌
謡
か
ら
抜
け
出
し
て
個
人
の
体
験
に
基
づ
く
杼
情
歌
を
生
み
出

し
た
の
も
斉
明
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
は
た
し
て
沢
潟
の
見
解
を
支
持
す
る
列
に
入
る
．
、
へ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
は
北
山
が
あ
げ
て
い
る
「
夕
さ
れ
ば
」
の
歌
は

万
葉
の
題
詞
と
異
伝
か
ら
考
え
れ
ば
作
者
は
雄
略
と
も
、
密
明
と
も
あ
る

』ﾛ

い
ば
斉
明
と
も
と
れ
、
又
歌
の
性
格
も
必
ず
し
も
個
人
の
体
験
に
よ
る
杼

注
九

情
詩
と
ば
か
り
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

あ
る
歌
の
作
者
を
決
定
し
、
そ
れ
を
歌
謡
・
創
作
歌
の
い
ず
れ
と
す
る

か
の
判
断
は
、
歌
を
考
え
る
場
合
の
基
本
的
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
云
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
歌
や
一
人
の
歌
人
の
問

題
を
越
え
て
、
次
元
の
異
な
る
個
人
の
体
験
に
基
づ
く
杼
情
詩
の
成
立
の

問
題
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

歌
謡
か
ら
創
作
歌
へ
の
転
換
期
が
い
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
だ
れ
に
担
わ

れ
て
な
さ
れ
た
か
と
云
う
問
題
は
、
常
に
古
代
文
学
史
の
中
心
的
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
疑
念
や
矛
盾
が
ゆ
る
さ
れ
て
良
い
は
ず
は
な

い
。

ほ
と
ん
ど
疑
わ
れ
る
こ
と
な
く
流
通
し
て
い
る
沢
潟
の
見
解
を
こ
こ
て

改
め
て
問
い
直
す
の
は
、
沢
潟
の
主
張
が
古
代
文
学
研
究
の
本
質
的
な
課

題
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
重
大
な
誤
り
が
存
在
す
る
の
を
お
そ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

注
一
沢
潟
久
孝
著
『
万
葉
歌
人
の
誕
生
』
（
平
凡
社
・
昭
和
三
一
年
出
版
）
四

六
頁
こ
の
中
に
収
め
ら
れ
た
、
「
斉
明
天
皇
御
製
孜
」
は
昭
和
二
三
年
「
国
語
．

国
文
」
十
七
巻
・
第
五
号
に
、
「
天
智
天
皇
御
製
孜
」
は
昭
和
二
四
年
「
国
語
．

国
文
」
第
十
八
巻
第
三
号
に
、
「
天
武
天
皇
御
製
孜
」
は
昭
和
二
七
年
関
西
大

学
「
国
文
学
」
第
九
号
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
の
は

「
天
武
天
皇
御
製
孜
」
の
初
め
の
部
分
で
あ
る
が
、
斉
明
を
歌
人
の
誕
生
と
す

る
立
場
は
『
万
葉
集
序
説
』
（
昭
和
十
六
年
・
楽
浪
書
院
よ
り
出
版
）
か
ら
す

で
に
見
ら
れ
『
万
葉
集
注
釈
』
に
及
ぶ
ま
で
一
貫
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。

注
二
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
共
著
（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
五
年
出

■

‐
■
町
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１
１
１
，
１



沢
潟
が
斉
明
母
子
三
代
の
天
皇
作
と
判
断
し
た
も
の
を
国
歌
大
観
の
番

号
で
あ
げ
る
と
、
斉
明
作
は
巻
一
の
三
・
四
・
七
・
八
・
一
○
・
二
・

一
二
、
、
巻
四
の
四
八
五
・
四
八
六
・
四
八
七
、
巻
八
の
一
“
五
二
で
計
一

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
・
㈲

１
匹
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｑ
０
ｑ版

）
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
万
葉
集
一
』
一
四
頁
。

注
三
田
辺
幸
雄
『
初
期
万
葉
の
世
界
』
（
塙
書
房
・
昭
和
三
二
年
出
版
）
二
五

九
頁
。

注
四
焔
井
勝
一
郎
著
『
古
代
智
識
階
級
の
形
成
』
（
文
芸
春
秋
新
社
》
昭
和
三

五
年
出
版
）
二
○
頁
。

注
五
北
山
茂
夫
『
大
化
の
改
新
』
（
岩
波
書
店
・
新
書
・
昭
和
三
六
年
出
版
）

、

一
九
六
頁
。

注
六
西
郷
信
綱
『
日
本
古
代
文
学
史
改
稿
版
』
（
岩
波
害
店
・
全
書
・
昭
和
三
八
年

出
版
）
七
一
頁
。
た
だ
し
昭
和
二
十
六
年
出
版
の
旧
版
に
は
こ
の
記
述
が
な
い
・

注
七
た
と
え
ば
土
橋
寛
著
『
万
葉
集
』
（
創
元
社
・
日
本
文
学
新
書
・
昭
和
三

一
年
出
版
）
や
伊
藤
博
箸
『
万
葉
集
相
間
の
世
界
』
（
塙
書
房
・
選
書
・
昭
和

三
四
年
出
版
）
は
一
代
上
の
箭
明
を
あ
て
る
が
そ
の
方
法
に
お
い
て
は
同
一
で

圭
（
レ
マ
（
》
Ｃ

注
八
田
辺
に
つ
い
て
は
前
掲
書
二
四
二
頁
、
北
山
は
前
掲
書
二
三
八
頁
に
お
い

て
「
有
益
な
知
見
と
示
唆
を
え
た
著
作
」
の
中
に
『
万
葉
歌
人
の
誕
生
』
を
あ

げ
て
い
る
。
西
郷
に
つ
い
て
は
『
万
葉
私
記
』
第
一
部
（
東
京
大
学
出
版
会
・

昭
和
三
三
年
出
版
）
七
二
頁
参
照
。

注
九
本
田
義
寿
は
こ
の
歌
を
結
婚
式
な
ど
で
歌
っ
た
歌
謡
だ
ろ
う
と
推
定
し
て

い
る
。
（
立
命
館
大
学
日
本
文
学
談
話
会
に
お
け
る
研
究
発
表
）

㈲

今

一
首
、
天
智
作
と
す
る
も
の
は
巻
一
の
三
一
・
一
四
・
一
五
・
一
七
・
一

八
、
巻
二
の
九
一
、
計
六
首
、
天
武
天
皇
作
は
、
巻
一
の
二
一
・
二
五
・

二
六
・
二
七
、
巻
二
の
一
○
三
で
五
首
、
合
計
二
二
首
で
あ
る
。

こ
れ
を
万
葉
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
天
皇
の
歌
の
数
と
く
ら
。
へ
て
み

る
と
、
斉
明
以
前
に
お
い
て
は
伝
説
的
な
も
の
ま
で
数
え
て
も
、
雄
略
が

二
首
、
儒
明
が
一
首
、
で
計
三
首
。
天
武
の
後
で
は
、
持
統
が
六
首
、
文

武
が
一
首
、
元
明
が
三
首
、
元
正
が
五
首
、
聖
武
が
十
一
首
、
孝
謙
が
三

首
、
淳
仁
が
一
首
で
天
武
後
は
計
三
十
首
で
あ
り
、
万
葉
の
天
皇
の
作
品

の
総
数
は
五
十
五
首
と
な
る
。
沢
潟
の
説
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
あ
や
ふ

や
な
伝
荊
で
あ
る
待
明
ま
で
が
わ
ず
か
三
首
で
斉
明
か
ら
は
爆
発
的
に
ふ

え
た
と
云
う
こ
と
に
な
り
か
な
り
、
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
歌
数
の
上
か
ら
だ
け
考
え
れ
ば
斉
明
後
に
お
い
て
も
聖
武
の

十
一
首
、
持
統
六
首
、
元
正
五
首
な
ど
が
あ
る
が
、
持
統
の
六
首
の
中
に

は
．
耆
日
」
と
す
る
も
の
が
二
首
、
「
夢
裏
習
賜
御
歌
」
と
云
う
神
が

か
り
な
も
の
一
首
、
持
統
と
確
実
に
判
断
出
来
な
い
も
の
－
首
な
ど
が
含

ま
れ
て
お
り
、
更
に
聖
武
の
十
一
首
中
に
は
、
．
左
注
に
「
右
今
案
此
歌
擬

古
之
作
也
、
但
以
一
一
時
当
一
便
賜
二
斯
歌
一
雌
」
な
ど
と
あ
る
も
の
が
含
ま
れ

て
お
り
不
安
定
な
の
で
あ
る
。

芸

考
え
方
に
よ
っ
て
は
生
涯
で
十
一
首
と
云
う
数
は
少
な
す
ぎ
る
。
近
代

に
お
い
て
な
ら
ば
そ
れ
で
は
歌
人
の
名
に
価
い
し
な
い
で
は
な
い
か
と
云

う
疑
問
が
生
れ
る
だ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
歌
も

歌
人
も
多
く
の
制
約
を
背
負
っ
て
い
る
古
代
な
の
で
あ
る
。
斉
明
の
十
一

首
は
も
ち
ろ
ん
斉
明
・
天
智
・
天
武
の
合
計
二
十
二
首
も
改
め
て
検
討
し

■
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二 三四五合
表I

期期期，期期計

#46133137138132118@
皇族歌
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非皇族歌驚''422272'3081299191'
1%|23"881"908:

計畷|601551309134613301U'。

第
二
期
天
武
即
位
後
か
ら
人
麿
の
登
場
前
ま
で
、

第
三
期
人
麿
登
場
後
か
ら
奈
良
遷
都
前
ま
で
、

第
四
期
奈
良
遷
都
後
か
ら
天
平
五
年
ま
で
、

第
五
期
天
平
六
年
か
ら
終
り
ま
で
、

注
一

の
如
く
五
期
に
分
け
る
。
要
す
る
に
沢
潟
が
提
唱
し
こ
れ
も
定
説
に
な
り

つ
つ
あ
る
万
葉
の
四
期
区
分
を
用
い
、
そ
の
う
ち
第
二
期
を
更
に
人
麿
の

登
場
す
る
前
後
で
分
け
て
五
期
と
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
五
期
に
分
け
る
歌
を
更
に
皇
族
歌
と
非
皇
族
歌
に
分
け
各
期

の
合
計
歌
数
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
百
分
比
を
求
め
た
の
が
〔
表
Ｉ
〕
で
あ
る
。

ど
の
歌
を
ど
の
期
に
入
れ
る
か
で
若
干
の
変
化
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
比

率
を
大
幅
に
変
え
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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て
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に

皇
族
歌
の
万
葉
各
期
に
お
け
る

分
布
を
見
て
置
き
た
い
。

宮
廷
中
心
に
細
纂
さ
れ
た
巻

か
ら
、
歌
の
年
代
を
決
定
し
に

く
い
巻
八
を
の
ぞ
い
た
巻
一
・

二
・
三
・
四
・
六
・
九
の
六
巻

の
歌
を
対
象
と
し
て
考
え
よ
う
。

六
巻
の
歌
数
の
合
計
は
千
百

首
、
こ
れ
ら
の
歌
を

第
一
期
壬
申
の
乱
ま
で
、

四

人
麿
が
登
場
し
な
い
第
一
期
で
は
七
割
、
第
二
期
で
は
六
割
を
占
め
て

い
た
皇
族
歌
が
、
人
麿
が
登
場
す
る
と
た
ち
ま
ち
減
少
し
全
体
の
一
割
程

度
と
な
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
非
皇
族
歌
は
人
麿
が
万
葉
に
姿
を
あ

ら
わ
す
と
同
時
に
激
増
す
る
の
で
あ
る
。

．
こ
の
現
象
を
貴
族
に
お
け
る
識
字
層
の
増
大
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
古
代
の
教
育
史
を
ひ
も
ど
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
当

時
の
教
育
の
場
で
あ
る
大
学
寮
や
国
学
の
発
展
は
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
っ

て
、
こ
の
爆
発
的
な
現
象
の
直
接
的
な
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ

マ
タ
Ｏ

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
に
皇
族
歌
の
分
布
表
を
提
出
す
る
の
は
、
沢
潟
が
万

葉
歌
人
の
誕
生
と
称
す
る
斉
明
・
天
智
・
天
武
は
こ
の
爆
発
的
な
変
化
の

直
前
に
位
置
し
、
こ
の
変
化
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
つ
と
信
ず
る
か

ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
皇
族
歌
の
減
少
よ
り
も
、

む
し
ろ
非
皇
族
歌
、
と
り
わ
け
宮
廷
歌
人
の
歌
が
人
麿
登
場
ま
で
何
故
に

あ
ら
わ
れ
ず
、
出
現
し
た
と
た
ん
に
、
何
故
一
挙
に
皇
族
歌
を
圧
倒
す
る

結
果
と
な
っ
た
か
と
云
う
点
で
あ
る
。

一
体
宮
廷
歌
人
た
ち
は
い
つ
、
ど
こ
で
そ
の
力
量
を
礎
得
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
を
三
代
の
天
皇
に
問
う
の
は
無
意
味
な
こ
と
で

あ
る
》
「
ノ
か
。

と
こ
ろ
で
沢
潟
は
題
詞
に
「
額
田
王
歌
」
と
あ
る
巻
一
の
七
・
八
、
「
岡

本
天
皇
御
製
歌
」
と
あ
る
巻
八
の
一
五
二
、
を
斉
明
に
、
「
額
田
王
下
一
一

近
江
国
一
時
作
歌
」
と
あ
る
巻
一
の
十
七
・
十
八
を
天
智
に
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
よ
う
と
す
る
時
、
語
法
上
〆
詠
嘆
の
し
か
た
・
古
調
・
歌
の
感
じ
が
似

博
Ｉ



て
い
る
似
て
い
な
い
な
ど
を
根
拠
の
一
つ
と
し
た
。
し
か
し
類
句
・
類
想

・
さ
ら
に
は
類
歌
を
判
断
の
根
拠
と
す
る
な
ら
ば
、
万
葉
の
類
歌
は
全
体

の
三
割
を
占
め
、
し
か
も
そ
れ
は
当
時
存
在
し
た
類
歌
の
一
角
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
‐
三
代
の
天
皇
の
歌
は
ほ
と
ん
ど
無

限
に
拡
大
出
来
る
の
で
あ
る
。

場
面
に
い
ち
ぢ
る
し
く
依
存
す
る
万
葉
の
歌
は
異
っ
た
歌
人
の
問
で
も

場
面
が
同
じ
な
ら
ば
類
似
し
た
歌
と
な
り
、
逆
に
場
面
が
異
な
れ
ば
同
一

の
歌
人
で
も
異
っ
た
歌
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
類
歌
が
提
出
す
る
問

題
は
場
面
の
問
題
で
あ
り
、
伝
承
関
係
の
問
題
で
あ
る
。

歌
の
類
似
か
ら
作
者
を
判
断
す
る
こ
と
は
主
観
的
な
無
意
味
な
作
業
で

輯
の
顎
（
》
Ｏ

そ
こ
で
こ
こ
に
沢
潟
が
母
子
三
代
の
天
皇
作
と
称
す
る
歌
の
題
詞
と
左

注
二

注
を
か
か
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

斉
明
作
と
す
る
も
の
、

㈹
巻
一
の
三
・
四
の
題
詞
（
街
明
期
に
配
列
）

天
皇
遊
二
猫
内
野
一
之
時
、
中
皇
命
使
二
間
人
連
老
献
一
歌

②
巻
一
の
七
の
題
詞
（
皇
極
期
に
配
列
）
‐

額
田
王
歌
未
し
詳

（
左
注
）
右
、
検
二
山
上
憶
良
大
夫
類
聚
歌
林
｝
日
、
一
害
戊
申
年
幸
二
比

良
宮
一
大
御
歌
。
但
、
紀
日
、
五
年
春
正
月
己
卯
朔
辛
巳
、
天
皇
、
至

レ
自
一
一
紀
温
湯
彗
一
月
戊
寅
朔
、
天
皇
幸
一
一
吉
野
宮
一
而
建
宴
焉
、
庚
辰
之

日
、
天
皇
幸
二
近
江
之
平
浦
却

側
巻
一
の
八
の
題
詞
（
斉
明
期
に
配
列
）

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
㈲
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厘，

▲

額
田
王
歌

（
左
注
）
右
、
検
一
一
山
上
憶
良
大
夫
類
聚
歌
林
一
日
、
飛
島
岡
本
宮
御
宇

天
皇
元
年
己
丑
、
九
年
丁
酉
十
二
月
己
巳
朔
壬
午
、
天
皇
大
后
、
幸
二

子
伊
予
湯
宮
↓
後
岡
本
宮
駁
宇
天
皇
七
年
辛
酉
春
正
月
丁
酉
朔
壬
寅
、

御
船
西
征
始
就
二
子
海
路
聖
庚
戌
、
御
船
、
泊
一
手
伊
予
熱
田
津
石
湯
行

宮
卒
天
皇
、
御
二
覧
昔
日
猶
存
之
物
聿
当
時
忽
起
二
感
愛
之
情
や
所
以
因

製
一
歌
詠
一
為
一
一
之
哀
傷
一
也
。
即
此
歌
者
天
皇
御
製
焉
。
但
、
額
田
王
歌

者
別
有
二
四
首
争

い
巻
一
の
十
・
十
一
・
十
二
の
題
詞
（
斉
明
期
配
列
）

中
皇
命
往
二
子
紀
温
泉
一
之
時
御
歌

（
左
注
）
右
、
検
一
山
上
憶
良
大
夫
類
聚
歌
林
一
日
、
天
皇
御
製
歌
云
々
。

⑤
巻
四
の
四
八
五
・
四
八
六
・
四
八
七
の
題
詞
（
配
列
不
明
）

崗
本
天
皇
御
製
一
首
丼
短
歌
、

（
左
注
）
右
、
今
案
、
高
市
崗
本
宮
、
後
崗
本
宮
、
二
代
二
帝
、
各
有

し
異
焉
。
但
桶
二
崗
本
天
白
三
未
し
審
一
其
指
型

⑥
巻
八
の
一
五
二
題
詞
（
配
列
不
明
）

崗
本
天
皇
御
製
謡
一
首
、

次
に
天
智
作
と
す
る
も
の
、

⑩
巻
一
の
十
三
・
十
四
・
十
五
の
題
詞
（
斉
明
期
配
列
）

中
大
兄
霊
誕
挙
調
三
山
歌

（
左
注
）
右
一
首
歌
、
今
案
不
し
似
一
一
反
歌
一
也
。
但
、
旧
本
以
一
一
此
歌
一
載
一
一

於
反
歌
聿
故
今
猶
載
一
庇
次
至
亦
紀
日
、
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
先
四
年

乙
巳
、
立
二
天
皇
一
為
一
皇
太
子
↓

五

⑭

,土

警

吟



②
巻
一
の
十
七
・
十
八
（
十
九
）
‐
の
題
詞
（
天
智
期
に
配
列
）

額
田
王
下
二
近
江
国
一
時
歌
、
井
戸
王
即
和
歌

（
十
八
の
左
注
）
右
二
首
歌
、
山
上
憶
良
大
夫
類
聚
歌
林
日
、
遷
二
都
近

江
国
《
時
御
一
一
覧
三
輪
山
一
御
歌
焉
。
日
本
書
紀
日
、
六
年
丙
寅
春
三
月

辛
酉
朔
己
卯
、
遷
一
一
部
子
近
江
聖

（
十
九
の
左
注
）
右
一
首
歌
、
今
案
、
不
修
似
一
一
和
歌
聿
但
、
旧
本
救
二
千

此
次
↓
故
以
猶
載
レ
焉
。

③
巻
二
の
九
一
の
題
詞
（
天
智
期
に
配
列
）

天
皇
賜
二
鏡
王
女
一
脚
歌
一
首
、

次
に
天
武
作
は

い
（
巻
一
の
二
十
の
題
詞
）
（
天
智
期
に
配
列
）

天
皇
遊
二
癌
蒲
生
野
一
時
、
額
田
王
作
歌

巻
一
の
二
十
一
の
題
詞

皇
太
子
答
御
歌
、
明
日
香
宮
御
宇
天
皇
諭
日
二
天
武
天
白
二

（
二
十
一
の
左
注
）
紀
日
、
天
皇
七
年
丁
卯
、
夏
五
月
五
日
、
従
一
一
擴
於

蒲
生
野
一
子
レ
時
大
皇
弟
諸
王
内
臣
及
群
臣
悉
皆
従
焉

②
巻
一
の
二
五
の
題
詞
（
天
武
期
に
配
列
）

天
皇
御
製
歌

二
六
の
題
詞

或
本
歌

（
二
十
五
・
二
十
六
の
左
注
）
右
句
ミ
相
換
。
困
此
重
載
焉
、

③
巻
一
の
二
十
七
の
題
詞
（
天
武
期
に
配
列
）

天
皇
幸
一
一
干
吉
野
宮
一
時
御
製
歌

4

範

一

（
左
注
）
紀
日
、
八
年
己
卯
五
月
庚
辰
朔
甲
申
、
幸
一
一
子
吉
野
宮
至

仙
巻
二
の
一
○
三
の
題
詞
（
天
武
期
に
配
列
）

天
皇
賜
一
一
藤
原
夫
人
一
御
歌
一
首
、

右
の
う
ち
天
智
②
の
十
九
の
左
注
及
び
天
武
仙
の
二
十
の
題
詞
は
参
考

の
た
め
に
記
し
て
お
い
た
。
・

右
の
天
皇
作
と
認
め
た
二
十
二
首
中
題
詞
と
配
列
か
ら
問
題
な
く
天
皇

作
と
決
定
出
来
る
も
の
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
天
智
の
の
三
山
歌
は
題
詞

か
ら
決
定
出
来
そ
う
で
あ
る
が
、
「
中
大
兄
報
誕
筆
御
三
山
歌
」
と
あ
っ
て
、

天
皇
の
作
品
は
普
通
「
大
御
歌
」
「
御
製
歌
」
「
御
歌
」
と
記
さ
れ
、
皇

太
子
は
「
御
歌
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
全
く
異
例
の
書
式
で
あ
り
、

も
し
こ
の
歌
が
中
大
兄
作
で
あ
る
な
ら
ば
当
然
「
中
大
兄
三
山
御
歌
」
と

あ
る
。
へ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
中
大
兄
と
三
山
伝
説
の
歌
と

も
理
解
出
来
る
。
こ
の
三
山
歌
を
の
ぞ
く
と
十
九
首
中
で
は
作
者
を
決
定

出
来
る
も
の
は
斉
明
に
は
一
首
も
な
く
、
天
智
は
⑧
の
一
首
、
天
武
は
の

い
・
②
・
側
・
側
の
五
首
合
計
六
首
は
題
詞
配
列
と
も
に
問
題
な
く
一
応

決
定
出
来
る
。

そ
こ
で
こ
の
決
定
出
来
る
六
首
は
後
で
再
考
す
る
こ
と
に
し
て
沢
潟
の
ゞ

仮
説
に
よ
っ
て
、
斉
明
・
天
智
の
作
品
と
さ
れ
た
残
り
の
十
六
首
に
つ
い

て
考
え
て
見
よ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
歌
は
左
注
の
異
伝
に
よ
っ
て
知

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
編
棊
当
時
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
不
安
定
な
流

動
状
態
に
あ
っ
た
。

沢
潟
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
こ
れ
ら
を
斉
明
・
天
智
の
作
品
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
以
下
沢
潟
の
論
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。 一

〈

【
身
□
■
．



〆

ま
ず
斉
明
の
作
品
を
万
葉
に
求
め
た
の
は
、
（
Ａ
）
日
本
書
紀
に
六
首

の
斉
明
の
作
品
が
あ
り
、
万
葉
に
作
品
を
残
す
能
力
は
十
分
持
っ
て
い
る
。

い
を
斉
明
作
と
決
定
し
た
の
は
（
Ｂ
）
喜
田
貞
吉
説
に
従
っ
て
題
詞
の

「
中
皇
命
」
を
斉
明
と
し
、
（
Ｃ
）
斉
明
で
は
な
く
「
使
二
間
人
連
老
献
一

歌
」
と
あ
る
か
ら
作
者
は
間
人
の
連
こ
そ
が
作
者
で
は
な
い
か
と
云
う
説

に
対
し
て
は
、
仁
徳
紀
に
同
様
な
例
が
あ
り
、
そ
の
場
合
も
作
者
は
仁
徳

で
あ
っ
た
と
し
て
し
り
ぞ
け
斉
明
作
と
判
断
す
る
。

②
は
（
Ｄ
）
浦
生
野
で
天
武
と
歌
を
贈
答
し
た
時
の
額
田
王
の
年
齢
は

三
十
二
、
三
歳
ぐ
ら
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
こ
の
歌

の
皇
極
期
に
は
八
、
九
歳
と
な
っ
て
歌
を
作
れ
る
年
齢
で
は
な
く
な
る
。

（
Ｅ
）
だ
か
ら
左
注
を
信
じ
て
斉
明
と
す
鶴
へ
き
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

③
は
（
Ｆ
）
伊
予
国
風
土
記
逸
文
を
引
き
あ
い
に
出
し
、
左
注
類
聚
歌

林
の
記
事
「
哀
傷
云
を
」
は
こ
の
風
土
記
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と

し
て
類
聚
歌
林
の
正
し
さ
を
主
張
し
、
故
に
額
田
王
の
歌
は
こ
の
敬
で
は

な
く
、
他
に
あ
っ
た
が
今
は
残
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
－

側
は
（
Ｇ
）
題
詞
「
中
皇
命
」
を
倭
大
后
（
天
智
の
皇
后
）
と
す
る
説

が
多
い
が
前
の
称
呼
を
後
に
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
後
の
称
呼
を
前

に
及
ぼ
す
例
が
な
く
、
倭
大
后
は
斉
明
期
に
は
皇
太
子
妃
で
あ
っ
て
こ
の

時
期
に
中
皇
命
と
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
・

斉
明
期
に
中
皇
命
と
呼
び
得
る
の
は
左
注
の
通
り
斉
明
の
み
で
あ
る
か

ら
、
斉
明
と
決
定
出
来
る
。
』

⑤
は
（
Ｈ
）
崗
本
の
天
皇
と
呼
び
得
る
天
皇
は
箭
明
・
斉
明
の
二
人
で

あ
る
が
、
歌
中
に
「
君
」
と
あ
る
の
で
女
の
斉
明
作
と
決
定
す
る
。

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
㈲

9

4

⑥
は
（
１
）
こ
の
歌
も
雷
明
・
斉
明
両
様
の
論
が
成
立
す
る
が
、
歌
中

の
「
麻
宿
」
の
用
字
が
⑤
の
長
歌
の
用
字
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
斉
明
作
と

す
る
。天

智
の
側
は
、
（
Ｊ
）
題
詞
に
、
中
大
兄
皇
子
御
作
と
な
ら
ず
「
中
大

兄
三
山
歌
」
と
あ
る
の
は
原
資
料
を
そ
の
ま
ま
記
載
せ
ず
、
仮
の
題
で
あ

っ
た
「
三
山
歌
」
・
の
上
に
中
大
兄
と
書
き
足
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
、
へ

て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
（
Ｋ
）
題
詞
に
「
井
戸
王
即
和
歌
」
と
あ
る
が
井
戸
王

の
歌
と
思
わ
れ
る
も
の
は
内
容
か
ら
和
歌
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
う
し
た

誤
っ
た
記
述
を
し
て
い
る
題
詞
も
信
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
左
注
の

類
聚
歌
林
の
説
こ
そ
信
頼
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
左
注
に
よ
っ
て
天
智
作

と
す
る
。
ま
た
（
Ｌ
）
歌
林
に
「
御
歌
」
と
あ
り
「
御
製
歌
」
「
大
御
歌
」

と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
当
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
天
武
が
作
者
で
あ
ろ

う
と
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
天
武
が
皇
太
子
と
な
っ
た
の
は
天
智
七
年

で
あ
っ
て
、
近
江
遷
都
は
天
智
が
皇
太
子
の
ま
ま
行
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

問
題
に
な
ら
な
い
と
し
て
天
智
作
と
決
定
し
て
い
る
・

右
の
沢
潟
の
見
解
は
先
行
学
説
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ふ
ま
え
て
展
開
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
沢
潟
の
見
解
の
中
核
だ
け
を
紹
介
す
る
の
に
と

ど
め
た
。

さ
て
こ
れ
ら
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
性
格
に
よ
っ
て
分
類
す
る

，
〆
」
、

ｍ
年
齢
を
根
拠
と
す
る
も
の
Ｄ

②
用
字
・
語
句
を
根
拠
と
す
る
も
の
Ｈ
・
Ｉ

上

ヤ



画
他
の
文
献
を
根
拠
と
す
る
も
の
Ａ
・
Ｃ
．
Ｆ

凹
左
注
を
根
拠
と
す
る
，
も
の
Ａ
・
Ｅ
．
Ｆ
・
Ｇ
．
Ｋ

⑤
呼
称
・
書
式
を
根
拠
と
す
る
も
の
（
関
係
す
る
も
の
も
含
む
）

Ｂ
・
Ｇ
．
（
Ｈ
）
．
（
Ｊ
）
．
（
Ｌ
）

と
な
る
。
か
な
り
多
様
で
あ
る
が
こ
れ
を
順
次
検
討
し
て
み
よ
う
。
。

ｍ
は
斉
明
⑧
の
歌
一
額
田
王
歌
」
「
秋
の
野
の
み
草
刈
り
ふ
き
宿
れ

り
し
宇
治
の
都
の
仮
臆
し
思
ほ
ゆ
」
の
歌
に
対
し
て
で
あ
る
。

こ
の
時
額
田
王
が
八
、
・
九
歳
で
あ
る
と
す
る
の
は
蒲
生
野
に
お
い
て
額

田
王
が
「
茜
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
」
と

天
武
に
歌
っ
た
時
を
三
十
二
、
三
以
上
の
年
齢
と
し
て
は
杼
情
歌
と
し
て

の
性
格
が
疑
わ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

算
定
の
詳
細
な
方
法
は
述
ゞ
へ
な
い
が
、
懐
風
藻
の
記
事
に
よ
り
六
九
七
年

Ｊ

に
孫
の
葛
野
王
が
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
こ
と
を
唯
一
の
糸
口
と
し
、
そ
こ

か
ら
子
の
十
市
皇
女
が
葛
野
王
を
生
ん
だ
年
を
逆
算
し
、
さ
ら
に
額
田
王

の
年
齢
を
算
定
す
る
の
て
あ
る
。
算
定
の
例
を
紹
介
す
る
と
、

六
九
七
年
葛
野
王
三
十
七
歳
、

十
市
皇
女
が
葛
野
王
を
生
ん
だ
年
十
四
歳
、

額
田
王
が
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
年
十
四
歳
、

蒲
生
野
贈
答
歌
の
時
六
六
八
年
は
額
田
王
三
十
四
歳
と
な
る
。
こ
れ
は

田
辺
幸
雄
の
算
定
で
あ
る
が
、
沢
潟
の
如
く
、
六
六
八
年
に
額
田
王
三
十

二
歳
と
す
る
と
、
懐
風
藻
の
記
事
に
よ
り
十
市
皇
女
が
葛
野
王
を
生
ん
だ

年
齢
は
動
か
す
一
」
と
が
出
来
な
い
の
で
額
田
王
は
実
に
十
二
歳
で
十
市
皇

女
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
沢
潟
は
右
の
算
定
法
に
よ

凸

■
１
１

冬

っ
た
の
で
は
な
く
、
懐
風
藻
の
「
拝
一
弐
部
卿
一
時
年
三
十
七
」
の
記
事
を
葛

野
王
が
「
拝
一
一
式
部
卿
一
」
の
年
齢
と
せ
ず
、
没
年
三
十
七
歳
と
し
て
起
点
を

移
動
さ
せ
て
算
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
額
田
王
の
若
返
り
は
成
功

し
た
か
そ
の
た
め
に
、
は
み
出
し
た
の
が
こ
の
「
秋
の
野
の
」
の
歌
で
あ
る
。

し
か
し
果
た
し
て
「
茜
さ
す
」
の
歌
は
個
人
の
体
験
に
基
づ
く
拝
情
詩

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
く
わ
し
く
は
後
述
し
た
い
が
、
「
諸
王
内
臣
及
群
臣

悉
皆
従
」
の
定
例
の
遊
猫
に
お
い
て
「
袖
振
る
」
な
ら
ば
見
る
の
は
天
智

や
そ
の
従
者
で
あ
る
の
に
「
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
」
と
し
た
の
は

な
ぜ
か
。
天
武
紀
に
「
天
皇
初
嬰
二
鏡
王
女
額
田
姫
王
一
生
一
一
十
市
皇
女
一
」

と
は
あ
る
が
額
田
王
が
天
智
の
後
宮
に
い
た
と
す
る
記
述
は
記
紀
・
万
葉

を
通
じ
て
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ

は
壬
申
の
乱
後
の
伝
説
で
あ
る
。
ま
し
て
や
天
智
・
天
武
が
ど
う
考
え
て

も
四
十
を
過
ぎ
る
額
田
王
を
争
っ
た
と
す
る
「
大
織
冠
伝
」
な
ど
の
記
事

を
信
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
野
守
の
眼
を
は
ば
か
り
な
が
ら
袖
を
振

る
の
は
蒲
生
野
の
農
民
の
姿
で
あ
り
、
民
謡
の
素
材
で
は
あ
っ
て
も
、
遊

猫
の
杼
情
詩
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
額
田
王
の
歌
の
は
ず
ん
だ
リ

ズ
ム
の
中
の
ど
こ
に
一
体
俗
説
の
如
き
暗
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て

こ
の
歌
は
遊
猫
の
宴
席
で
歌
わ
れ
た
土
地
の
民
謡
で
あ
り
、
額
田
王
の
年

齢
を
決
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
も
ち
ろ
ん
、

こ
こ
か
ら
逆
算
し
て
「
秋
の
野
の
」
の
歌
の
時
、
額
田
王
が
八
、
九
歳
だ

っ
た
か
ら
創
作
出
来
な
い
と
は
云
え
な
い
。

次
に
②
の
用
字
・
用
語
を
根
拠
と
す
る
も
の
に
移
ろ
う
。
ま
ず
用
語
か

ら
問
題
に
す
る
。

〆

八

鯵
も



崗
本
天
皇
御
製
一
首

神
代
よ
り
生
れ
継
ぎ
来
れ
ば
人
多
に
国
に
は
満
ち
て
あ
ぢ
群

の
去
来
は
行
け
ど
わ
が
恋
ふ
る
君
に
し
あ
ら
ね
ば
昼
は
日

の
暮
る
る
ま
で
夜
は
夜
の
明
く
る
極
み
思
ひ
つ
っ
眠
も
寝
が

て
に
と
明
し
つ
ら
く
も
長
き
こ
の
夜
を
（
巻
四
・
四
八
五
）

こ
の
歌
は
崗
本
天
皇
と
あ
る
が
、
詩
明
・
斉
明
共
に
崗
本
に
宮
を
置
い
た

天
皇
で
あ
る
の
で
左
注
の
通
り
い
ず
れ
と
も
決
定
し
か
ね
る
の
を
歌
中
に

「
君
」
と
あ
る
の
で
女
の
斉
明
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
歌
に
は
次
の
よ
う
な
類
歌
が
あ
る
。

磯
城
島
の
日
本
の
国
に
人
多
に
満
ち
て
あ
れ
ど
も
藤
波
の

思
ひ
纒
は
り
若
草
の
恩
ひ
つ
き
に
し
君
が
目
に
恋
や
明
か
さ

む
長
き
こ
の
夜
を
（
巻
十
三
・
三
二
四
八
）

こ
の
二
つ
の
歌
を
次
の
女
烏
王
説
話
の
記
・
紀
の
異
伝
と
く
ら
ゞ
へ
て
み
よ

性
三

』
ハ
ノ
Ｏ

古
事
記
で
は
（
記
六
六
・
六
七
）

女
烏
の
わ
が
王
の

織
ろ
す
服
誰
が
料
ろ
か
も
（
仁
徳
）

高
行
く
や
速
総
別
の
御
襲
が
料
（
女
烏
王
）

と
あ
る
が
日
本
書
紀
で
は
（
紀
五
九
）

ひ
さ
か
た
の
天
金
機

雌
鳥
が
織
る
金
機

隼
別
の
御
襲
が
料
（
織
練
女
）

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
㈲

凸

b

一
方
は
類
歌
で
あ
り
、
他
方
は
一
つ
の
伝
承
の
異
伝
で
あ
る
。
記
紀
に
お

け
る
女
烏
王
の
説
話
の
歌
を
無
関
係
だ
と
云
え
な
い
な
ら
ば
、
崗
本
天
皇

と
巻
十
三
に
あ
る
歌
と
は
一
つ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ

う
。
沢
潟
が
云
う
ま
で
も
な
く
左
注
の
記
述
者
は
「
君
」
と
云
う
語
の
存

在
は
十
分
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
左
注
で
決
定
出

来
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
崗
本
天
皇
の
歌
が
右
に
述
舎
へ
た
よ
う
な
類
歌
の

流
れ
、
云
い
変
え
れ
ば
伝
承
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
決
定
出
来
な
か
っ

た
と
見
る
。
へ
き
で
あ
る
。

次
に
用
字
の
問
題
で
あ
る
が
、
仮
り
に
⑤
．
⑥
の
「
麻
宿
」
の
表
記
が

同
じ
だ
っ
た
と
し
て
も
、
斉
明
が
自
づ
か
ら
記
録
し
た
と
云
う
根
拠
が
な

く
、
む
し
ろ
斉
明
だ
か
ら
こ
そ
原
資
料
は
記
録
の
専
門
で
あ
る
帰
化
人
で

あ
る
史
が
行
な
っ
た
と
見
る
ゞ
へ
き
で
あ
っ
て
、
⑥
が
斉
明
と
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

③
の
他
の
文
献
を
根
拠
と
す
る
も
の
に
論
を
進
め
よ
う
。

沢
鴻
に
よ
れ
ば
日
本
書
紀
に
六
首
の
作
岫
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
斉
明

は
万
葉
に
も
作
品
を
残
す
能
力
を
十
分
持
っ
て
い
る
と
し
た
。
し
か
し
沢

潟
に
よ
れ
ば
記
紀
の
歌
は
「
後
人
仮
託
の
作
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
と

す
れ
ば
沢
潟
は
こ
の
斉
明
歌
に
お
い
て
の
み
例
外
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

斉
明
が
日
本
書
紀
に
残
し
た
の
は
「
（
斉
明
四
年
）
五
月
皇
孫
建
の
王
、
八

歳
に
し
て
莞
り
た
ま
ひ
き
。
今
城
の
谷
の
上
に
蹟
を
起
て
て
収
め
ま
つ
り

き
（
中
略
）
鞭
ち
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

○
今
城
な
る
小
山
が
上
に
雲
だ
に
も
著
し
く
立
た
ば
何
か
嘆
か
む

其
の
一
（
紀
二
六
）

九

6



（
二
首
略
）
」

「
冬
十
月
、
庚
戌
の
朔
に
し
て
甲
子
の
日
、
紀
の
温
湯
に
幸
し
た
ま
ひ

き
。
天
皇
、
皇
孫
建
の
王
を
億
ほ
し
て
、
恰
爾
悲
泣
し
み
た
ま
ひ
、
乃
ち

口
づ
か
ら
号
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

○
山
越
え
て
海
渡
る
と
も
お
も
し
ろ
き
今
城
の
中
ば
忘
ら
ゆ
ま
し
じ

其
の
一
（
紀
二
九
）

（
以
下
二
首
略
）

秦
の
大
蔵
の
造
万
里
に
詔
し
て
「
斯
の
歌
を
伝
へ
て
、
世
に
勿
忘
れ
し

め
そ
』
と
日
り
た
ま
ひ
き
・
」

注
四

し
か
し
こ
れ
ら
を
斉
明
作
と
す
る
見
解
に
は
異
論
が
あ
る
。
山
本
健
吉
‐

は
こ
の
一
連
の
作
品
の
最
後
に
「
秦
の
大
蔵
の
造
万
里
に
詔
し
て
」
と
あ

る
の
を
重
視
し
、
⑩
日
本
の
律
文
・
散
文
に
お
い
て
新
し
い
発
想
を
開
い

て
き
た
の
は
中
国
の
詩
賦
に
長
じ
た
帰
化
人
達
で
あ
り
、
②
日
本
書
紀
大

化
五
年
の
記
事
に
は
、
中
大
兄
の
妃
、
蘇
我
造
媛
が
死
ん
だ
と
き
帰
化
人
、

野
中
の
川
原
史
満
が
、
中
大
兄
の
代
作
二
首
を
残
し
て
お
り
、
③
こ
こ
で

も
単
な
る
筆
録
者
に
過
ぎ
な
い
も
の
が
わ
ざ
わ
ざ
正
史
に
名
を
残
す
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
と
云
う
三
点
を
根
拠
と
し
て
日
本
吉
紀
斉
明
歌
は
斉
明

の
創
作
で
は
な
く
、
六
首
す
縁
へ
て
秦
大
蔵
造
万
里
の
代
作
で
あ
ろ
う
と
云

う
説
を
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
主
張
は
そ
の
ま
ま
信
頼
さ
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
逆
に

万
葉
か
ら
考
え
て
見
よ
う
。

表
Ⅱ
は
表
Ｉ
と
同
じ
方
法
で
天
皇
・
皇
族
へ
の
献
呈
歌
の
分
布
を
表
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

p

§

表Ⅲ｜期|'|,|ヨ|‘|ヨ|計

献呈歌|歌数|6｣'|''016'|3'|2':
%|'01'|361'&'|''

各期合計歌数|601"30913463301''00

並
行
す
る
青
年
期
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
憶
良
は
実
に
多
く
の
代
作
を
し

て
い
る
。
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、

巻
五
、
日
本
挽
歌
六
首
は
、
旅
人
が
妻
を
失
っ
た
時
の
憶
良
の
代
作
で

あ
る
。
そ
の
中
の
一
首
、

○
妹
が
見
し
あ
ふ
ち
の
花
は
、
散
り
噂
へ
し
わ
が
泣
く
涙
い
ま
だ
千
な
く

に
、
（
七
九
九
）

巻
五
、
大
伴
君
熊
凝
の
歌
六
首
は
死
ん
だ
熊
凝
の
代
作
で
あ
り
、
い
わ

ば
辞
世
の
歌
の
代
作
で
あ
る
。

お
ぼ
ぼ
い
づ
ち

○
た
ら
ち
し
の
母
が
目
見
ず
て
欝
し
く
何
方
向
き
て
か
吾
が
別
る
ら
む

（
八
八
七
）

巻
十
六
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
」
十
首
は
志
賀
の
海
人
荒
雄
の
死
に
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DO

一
○

上
の
表
か
ら
献
呈
歌
は
人
麿
期
に
最
も
多
く

三
割
以
上
を
占
め
る
が
、
そ
の
後
、
挽
歌
が
実

質
的
に
消
滅
し
宮
廷
歌
人
が
活
躍
出
来
な
く
な

る
に
し
た
が
っ
て
献
呈
歌
も
減
少
す
る
。
し
か

し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
可
能
性
と
し
て

は
も
っ
と
も
宮
廷
歌
人
が
活
動
し
た
と
思
わ
れ

る
人
麿
以
前
が
わ
ず
か
一
割
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
ば
献
呈
歌
は
人
麿
登
場
以
前
に

は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
代
作
歌
人
憶
良
に
焦
点
を
合
せ
て
考

え
よ
う
。
憶
良
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
、
晩

年
に
活
躍
す
る
に
先
立
っ
て
実
際
に
は
人
麿
と

テ
ー
｝

1



ｙ右
の
外
に
も
憶
良
に
は
代
作
歌
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
に

あ
げ
た
代
作
欧
は
題
伺
や
左
注
を
失
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
旅
人
や
熊
凝
・
荒

雄
の
妻
の
作
肋
と
し
て
十
分
通
用
す
る
。
こ
う
し
た
憶
良
の
代
作
の
技
術

は
彼
一
代
で
得
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
憶
良
の
代
作
の
背
後
に
は

代
作
の
習
慣
と
伝
統
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

幸
二
子
紀
伊
国
一
時
川
島
皇
子
御
作
歌

或
云
山
上
憶
良
作

白
波
の
浜
松
が
枝
の
手
向
草
幾
世
ま
で
に
か
年
の
経
ぬ
ら
む
峰
純
罎
幡
癖

（
巻
一
・
三
四
）

日
本
紀
日
朱
鳥
四
年
庚
寅
年
秋
九
月
、
天
皇
幸
一
紀
伊
国
一
也

こ
の
歌
は
巻
九
・
一
七
一
六
に
．
も
「
山
上
歌
一
首
」
と
し
て
わ
ず
か
な

異
伝
を
持
ち
な
が
ら
出
て
い
る
。
朱
烏
四
年
と
い
え
ば
人
麿
が
日
並
皇
子

の
挽
歌
で
登
場
し
た
翌
年
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
こ
の
ま
ま
で
は
憶
良
・
川

嶋
皇
子
の
い
ず
れ
と
も
決
定
出
来
な
い
が
、
こ
れ
を
先
に
あ
げ
た
日
本
挽

歌
や
、
熊
凝
の
代
作
か
ら
た
ど
る
な
ら
ば
川
嶋
皇
子
の
代
作
を
憶
良
が
行

な
っ
た
も
の
だ
と
推
定
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

皇
族
が
臣
下
に
代
作
を
さ
せ
る
の
は
決
し
て
川
嶋
と
憶
良
の
間
に
だ
け

行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
代
作
と
献
呈
歌
は
時
に
よ
る
と
同
義
で
さ
え
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
㈲

対
し
て
荒
雄
の
妻
子
の
た
め
の
代
作
で
あ
る
。

○
荒
雄
ら
を
来
む
か
来
じ
か
と
飯
盛
り
て
門
に
出
で
立
ち
待
て
ど
来
ま
さ

乱

〆

4

V

は
万
葉
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
献
呈
歌
で
あ
る
が
、
し
か
し
伊
勢
国
風
土

記
逸
文
で
は
、
｜
‐
天
皇
、
浜
辺
に
行
幸
し
て
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
一
と
な
る

の
で
あ
る
。

元
来
敬
の
献
呈
は
降
服
す
る
時
、
神
器
や
伝
承
を
服
従
の
し
る
し
と
し

て
、
征
服
者
に
管
理
を
ゆ
だ
ね
あ
る
い
は
奏
上
す
る
の
と
同
じ
く
、
呪
術

的
世
界
観
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
、
そ
れ
を
ど
う
支
配
す
る
か
は
献
呈

さ
れ
た
も
の
が
決
定
出
来
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
表
Ⅱ
が
提
出
し
た

問
題
も
実
は
人
麿
以
前
に
献
呈
散
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

人
麿
以
前
、
斉
明
・
天
智
・
天
武
の
時
代
に
お
い
て
は
代
作
者
が
献
呈
さ

れ
る
者
の
背
後
に
あ
っ
て
彼
等
の
名
は
表
面
に
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

人
麿
の
登
場
こ
そ
、
宮
廷
内
の
代
作
者
が
表
面
に
お
ど
り
出
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
過
程
を
考
え
る
な
ら
ば
山
本
健
吉
が
日
本
書
紀
に
お
け
る
斉

明
の
作
を
代
作
と
す
る
魂
は
正
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
ゃ

斉
明
紀
よ
り
も
話
説
性
の
強
い
仁
徳
紀
を
根
拠
と
す
る
Ｃ
は
根
拠
と
す
る

こ
と
自
体
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
更
に
風
土
記
を
根
拠
と
す
る
Ｆ
は
舎

人
娘
子
の
歌
が
い
つ
の
間
に
か
風
土
記
で
は
天
皇
の
歌
と
な
る
過
程
を
考

え
て
も
ら
え
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

次
に
論
を
進
め
、
⑤
の
呼
称
・
書
式
の
問
題
に
移
ろ
う
。
書
式
の
問
題

舎
人
娘
子
従
駕
作
歌

●
ま
す
ら
を
さ
つ
や
た
は
さ
ま
と
さ
や

丈
夫
の
得
物
矢
手
挿
み
立
ち
向
ひ
射
る
円
方
は
見
る
に
情
け
し

｜
＃<戎

巷

』－
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と
な
る
Ｊ
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
に
述
べ
て
お
り
、
Ｌ
に
つ
い
て
は
沢
潟

説
は
正
し
い
と
信
ず
る
。
呼
称
Ｈ
に
つ
い
て
も
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

残
っ
て
い
る
の
は
Ｂ
・
Ｇ
、
す
な
わ
ち
「
中
皇
命
」
を
ど
う
考
え
る
か
で

あ
る
。
歌
を
こ
こ
に
あ
け
る
と
、

や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
朝
に
は
と
り
撫
で
た
ま
ひ
夕
に
は

い
侍
り
立
た
し
し
御
執
ら
し
の
．
‐
梓
の
弓
の
金
弧
の
音
す
な
り

朝
猟
に
今
立
た
す
ら
し
暮
猟
に
今
立
た
す
ら
し
御
執
ら
し
の

梓
の
弓
の
金
詞
の
音
す
な
り

（
反
歌
略
）
（
巻
一
・
三
）

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
中
皇
命
を
論
ず
る
っ
も
り
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も

次
の
歌
を
見
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

あ
き
づ

や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
は
み
吉
野
の
蜻
蛉
の
小
野
に
野
の
上

と
魂

に
は
跡
見
す
ゑ
置
き
て
、
み
山
に
は
射
目
立
て
渡
し
朝
狩
に

し
し

鹿
猪
履
み
起
し
夕
狩
に
鳥
踏
み
立
て
馬
並
め
て
御
狩
そ
立
た

す
春
の
茂
野
に
（
巻
八
・
九
二
六
）

（
反
歌
略
）

右
の
歌
は
山
辺
の
赤
人
が
吉
野
行
幸
に
従
っ
て
作
っ
た
の
で
あ
り
、
明

ら
か
に
場
面
は
同
じ
遊
猟
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
対
句
の
置
き
方
や
展
開

の
仕
方
な
ど
は
沢
潟
が
斉
明
作
と
す
る
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
歌
の
型
は
斉
明
か
ら
赤
人
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
と
も
題
詞
に
あ
る
間
人
連
老
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
こ
れ

が
斉
明
作
な
ら
ば
ど
う
し
て
題
詞
が
「
歌
」
で
あ
り
「
御
歌
」
で
は
な
く
、

わ
ざ
わ
ざ
間
人
連
老
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
は
こ
の

’

勺
）

歌
が
間
人
連
老
の
代
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
中
皇

命
の
歌
は
、
い
の
Ｇ
で
あ
る
が
こ
れ
は
斉
明
期
に
配
列
さ
れ
て
あ
り
、
こ

の
歌
を
斉
明
作
と
決
定
す
れ
ば
左
注
の
「
天
皇
御
製
歌
」
と
同
じ
こ
と
に

な
っ
て
異
伝
を
記
述
す
る
左
注
の
役
割
が
失
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
斉
明

と
は
決
定
出
来
な
い
。

最
後
に
左
注
の
問
題
を
と
り
上
げ
よ
う
。
左
注
は
前
に
述
べ
た
如
く
作

者
の
異
伝
ば
か
り
で
な
く
、
反
歌
の
有
無
や
、
成
立
時
の
状
況
な
ど
に
も

及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
異
伝
の
記
述
と
云
う
事
で
は
本
文
異
伝
と
本
質
的

な
ち
が
い
は
な
い
の
で
あ
る
。
又
本
文
異
伝
と
同
質
な
も
の
に
少
異
歌
や

類
歌
が
存
在
す
る
。
も
し
本
文
異
伝
と
類
歌
を
含
め
て
異
伝
の
問
題
を
考

え
る
な
ら
ば
、
斉
明
の
①
は
類
歌
、
②
は
作
者
異
伝
、
③
は
作
者
異
伝
、

㈹
は
本
文
異
伝
と
作
者
異
伝
、
⑥
は
類
歌
と
作
者
異
伝
、
⑥
は
類
歌
と
作

者
異
伝
へ
天
智
は
い
が
反
歌
の
有
無
に
つ
い
て
の
異
伝
、
②
は
作
者
異
伝

と
和
歌
に
つ
い
て
の
異
伝
、
③
は
本
文
異
伝
、
天
武
で
は
②
が
本
文
異
伝

と
類
歌
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
異
伝
を
記
紀
歌
謡
と
く
ら
べ
て
見
よ
う
《

記
紀
歌
謡
二
百
四
十
首
中
、
古
事
記
と
日
本
書
紀
の
両
方
に
記
戦
さ
れ
て

い
る
重
出
歌
は
古
事
記
か
ら
数
え
て
五
十
三
首
あ
る
。

そ
の
中
で
歌
詞
に
異
伝
の
あ
る
も
の
四
十
五
首
で
、
な
い
も
の
は
八
首
、

作
者
の
異
な
る
も
の
十
五
首
、
作
者
異
伝
の
な
い
も
の
三
十
八
首
、
歌
わ

れ
た
場
所
事
情
な
ど
の
伝
承
が
か
な
り
異
な
る
も
の
二
十
首
、
伝
承
の
同

じ
も
の
三
十
三
首
で
あ
る
。

本
文
異
伝
で
は
記
紀
歌
謡
の
方
が
多
い
が
、
作
者
異
伝
と
な
る
と
比
率

の
上
で
は
記
紀
歌
謡
は
二
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
沢
潟
が
斉
明
・
天
智
．

夕
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天
武
作
と
す
る
も
の
は
四
六
％
ほ
ど
の
作
者
異
伝
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
な
ら
ば
作
者
異
伝
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
万

葉
的
と
云
う
よ
り
も
こ
れ
ら
の
天
皇
の
歌
は
記
紀
歌
謡
的
で
あ
り
、
激
し

く
動
揺
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
表
面
に
作
者
異
伝
を
記
さ
な

い
も
の
も
、
初
め
に
あ
げ
た
「
夕
さ
れ
ば
小
倉
の
山
に
鳴
く
鹿
の
今
夜
は

鳴
か
ず
い
媒
に
け
ら
し
も
」
の
歌
の
作
者
が
雄
略
・
箭
明
・
斉
明
の
い
ず

れ
の
も
の
と
も
決
定
出
来
な
い
こ
と
が
示
す
ご
と
く
、
そ
の
動
揺
を
内
側

に
持
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
代
作
歌
が
多
い
こ
の
時
期

に
ほ
と
ん
ど
の
作
品
を
天
皇
作
と
し
て
し
ま
う
左
注
は
尚
更
信
用
し
が
た

い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
こ
そ
記
紀
歌
謡
の
世
界
か
ら
万
葉
の
世
界
へ
の

通
路
を
皇
族
の
背
後
に
あ
り
な
が
ら
宮
廷
歌
人
達
は
通
過
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

注
一
各
巻
の
五
期
区
分
は
、
巻
一
は
一
期
が
一
か
ら
一
二
ま
で
、
二
期
は
二
七

ま
で
、
三
期
は
七
七
ま
で
、
四
期
は
、
八
四
ま
で
、
巻
二
は
一
期
は
一
○
二
ま

初
期
万
葉
に
お
け
る
天
皇
歌
の
問
題
円

タ

'

で
、
二
期
が
一
二
九
ま
で
、
三
期
は
一
四
○
ま
で
、
挽
歌
に
入
っ
て
一
期
は
一

四
二
ま
で
と
一
四
七
か
ら
一
五
五
ま
で
、
二
期
は
一
五
六
か
ら
一
六
六
ま
で
、

三
期
は
一
四
三
’
五
と
一
六
七
か
ら
二
二
七
ま
で
、
四
期
は
二
二
八
か
ら
二
三

四
ま
で
、
巻
三
は
三
期
が
三
○
五
ま
で
、
四
期
が
三
九
四
ま
で
、
五
期
は
四
一

四
ま
で
、
挽
歌
に
入
っ
て
、
一
期
は
四
一
五
の
み
、
二
期
は
四
一
六
の
み
、
三

期
四
一
七
’
四
三
三
ま
で
、
四
期
が
四
三
四
か
ら
四
五
九
ま
で
、
五
期
は
四
八
三

ま
で
、
巻
四
は
、
一
期
が
四
八
九
ま
で
、
二
期
が
四
九
五
ま
で
、
三
期
が
五
二

○
ま
で
、
四
期
が
五
七
七
ま
で
、
五
期
が
七
九
二
ま
で
、
巻
六
で
は
四
期
が
九

九
五
ま
で
、
五
期
が
一
○
六
七
ま
で
、
巻
九
で
は
、
一
六
六
四
か
ら
一
六
六
六

ま
で
が
一
期
、
三
期
は
一
七
二
五
ま
で
、
四
期
は
一
七
六
五
ま
で
、
相
間
に
入

っ
て
二
期
は
一
七
六
九
ま
で
、
三
期
は
一
七
七
五
ま
で
、
四
期
は
一
七
九
四
ま

で
、
挽
歌
に
入
っ
て
三
期
は
一
七
九
九
ま
で
、
四
期
は
一
八
二
ま
で
と
し
た
。

注
二
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
に
よ
る
。
訓
も
一
」
れ
に
よ
っ
た
。

注
三
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
に
よ
る
。

注
四
山
本
健
吉
『
柿
本
人
麻
呂
』
（
新
潮
社
・
昭
和
三
七
年
出
版
）

、

三

1


